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第１ 章 計画の基本事項 

１ －１ ． 計画の改定にあたっ て 

（ １ ） 緑の基本計画と は 

「 緑の基本計画」 と は、 都市緑地法第４ 条に規定さ れる 計画であり 、 市町村が緑地の保

全や緑化の推進に関し て、 その将来像、 目標、 施策などを 設定し 、 総合的・ 計画的に実施

するために策定するも のです。 緑の基本計画には、 以下のよう な特徴があり ます。  
 

表 1： 緑の基本計画の特徴 

 

・  市町村が策定し ます 

・  策定の際には、 住民の意見を 反映する措置が必要と なり ます 

・  計画は公表さ れます 
  

 

（ ２ ） 計画改定の背景と 目的 

平成 11( 1999) 年 1 月に「 明石市緑の基本計画」（ 以下、

「 前回計画」 と 表記） が策定さ れてから 、 約 10 年が経過

し 、 計画の目標年度を 迎えまし た。 こ の間に都市緑地法及

び都市公園法の改正、 景観三法の制定等、 緑を めぐ る法制

度が変化すると と も に、 明石市においても 、「 明石市長期

総合計画」、「 明石市都市計画マスタ ープラ ン」、「 明石市環

境基本計画」、「 明石市都市景観形成基本計画」 等の上位・

関連計画がそれぞれ策定・ 改定さ れ、 また、 平成 22 年 4

月 1 日には「 明石市自治基本条例」 が施行さ れるなど、 市

政を方向付ける計画や条例が大き く 変更さ れまし た。  

また一方、 こ の 10 年間に地球温暖化やヒ ート アイ ラ ン

ド 現象の進行、集中豪雨の発生増加等の自然環境の変化や、

人口減少社会の到来、少子高齢化の進展、経済状況の変化、

市民活動の活発化等の社会情勢が変化し ている こ と を受け、 前回計画の基本的な事項を

抜本的に見直す必要が生じ てき まし た。  

こ れら の背景を 踏まえ、 今後の緑の将来像の実現に向けて、 その意義やあり 方を 再認

識し 、 本市の「 緑」 全般に関する 政策について、 市民と と も に計画を 策定し 、 施策を 推

進し ていく こ と を目指し て、 前回計画の改定を 行います。  

 

図 2： 計画改定の背景 
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図 1： 前回計画( 平成 11 年 1 月策定)
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（ ３ ） 計画における緑の定義 

本計画が対象と する「 緑」 と は、 樹林・ 樹木・ 草地と いっ た植物の緑のほかにも 、 た

め池・ 河川・ 海岸と いっ た水辺、 田畑・ 果樹園と いっ た農地、 運動グラ ウンド や空閑地

と いっ た裸地など、 広い意味で自然的環境を 有する土地や空間を 指し ます。（ 図 3 参照） 

また、「 緑地」 と は、 大き く 「 公園緑地（ 施設緑地）」 と 「 法や条例による緑地（ 地域

制緑地等）」 の２ つに分けら れ、 図 4 のと おり 、 細分化さ れます。（ 詳し く は p. 73 を 参照

のこ と ）  
 

   
図 3： 本計画が対象と する 「 緑」  

 
 

 
 

図 4： 本計画における 「 緑地」 の定義 
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（ ４ ） 都市における「 緑」 の効果･効用 

都市における「 緑」 は、 人々の豊かな生活を 支える必要不可欠な社会資本であり 、 下

記に挙げる多様な機能を 有し ています。  

 
 

① 都市環境保全機能 

・  ヒ ート ア イ ラ ン ド 現象の緩和や低炭

素社会の構築への寄与 

・  大気の浄化、騒音・ 振動の吸収、防風、

防塵などの環境改善 

・  生物の生息環境の保全（ 生物多様性の

保全）             など 
 

写真 1： 多様な生き も のを 育む緑 

 

 
写真 2： 防災の拠点と なる 緑 

 

 
 

② 防災機能 

・  災害時の避難地・ 避難経路・ 救援復旧

活動拠点の確保 

・  延焼防止への寄与 

・  雨水の地下浸透による 洪水調節  

など

 
 

③ 景観形成機能 

・  都市の気候・ 歴史・ 風土を特徴付け、

四季の移ろ いを 感じ る 魅力ある 生活

環境の創出 

・  次代を 担う 子ども の情操教育 

・  郷土に対する愛着意識の醸成 

など 

 

 
写真 3： まち を 彩る 緑 

 
 

 
写真 4： レ ク リ エーショ ン の場と なる 緑 

 
 

④ 文化･レク リ エーショ ン機能 

・  子ども の健全な育成、 自然体験、 環境

教育などの場の提供 

・  競技スポーツ、 健康増進などの場の提

供 

・  地域の活動を 通じ たコ ミ ュ ニテ ィ の

形成への寄与         など 
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１ －２ ． 計画の位置付け 

（ １ ） 位置付け 

本計画は、 都市緑地法第４ 条に規定さ れる「 緑地の保全及び緑化の推進に関する基本

計画」 であり 、「 明石市第５ 次長期総合計画」 を 上位計画と し て、「 明石市都市計画マス

タ ープラ ン」、「 明石市環境基本計画」、「 明石市都市景観形成基本計画」、「 つなごう 生き

も ののネッ ト ワーク  生物多様性あかし 戦略」 などと 連携を 図り つつ、 国の緑に関わる政

策等や、 兵庫県の関連計画等を 踏まえた計画と し て策定するも のです。  

 

 

 

 

 

 

図 5： 本計画の位置付け 
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（ ２ ） 上位計画 

本計画は、「 明石市第５ 次長期総合計画」 の個別計画と し て位置付けら れ、 当該計画と

密接に連携し て計画を 推進し ます。 そのため、 本計画においては、 長期総合計画に示さ

れた目指すまちの姿やその実現のための戦略等の将来ビジョ ンについて、「 緑」 の視点か

ら 実現を 図るこ と を 目標と し ます。  

長期総合計画においては、「 目指す 10 年後のまちの姿」 や「 今後の都市空間」 を 下記

のと おり 掲げ、 その実現のための「 まちづく り 戦略」 と 「 戦略の５ つの柱」 を 設定し て

います。  
 

表 2： 明石市第５ 次長期総合計画の概要 

 

【 目指す 10 年後のまち の姿】  

ひと  まち ゆたかに育つ 未来安心都市・ 明石 
 

【 今後の都市空間】  

自然の豊かさ と 都市の利便性を 磨く こ と で、  

安ら ぎと にぎわいのある空間を つく る 
 

①「 安ら ぎ」 を感じ る空間づく り  

風光明美な明石海峡を 望む美し い海岸線や、田畑やため池など多様な生物を育

む貴重な自然環境を 保全し ていく と と も に最大限に生かし 、自然に触れ、実感し 、

豊かな人間性を育むこ と ができ る空間づく り を進めます。  
 

②「 にぎわい」 をも たら す空間づく り  

神戸や大阪と いっ た大都市への良好なアク セスなど、 都市の利便性を 生かし 、

特に中心市街地では、 市街地の空洞化を防ぎつつ、 商業や住宅などさ まざまな用

途が共存する魅力ある核づく り を 進めます。 また、 明石の豊かな海、 緑、 食など

を 暮ら し に生かし 、 まちの魅力を 高め、 人が集まり にぎわう 空間を つく っ ていき

ます。  

また、環境負荷や維持管理コ スト の少ない持続可能な都市空間を 形成するこ と

により 、 既成市街地のにぎわいと 活力を 維持し ていき ます。  

 

【 まちづく り 戦略】  

子ども の健やかな育ちで、 みんなの元気を 生み出す 
 

【 戦略の５ つの柱】  
 

ⅰ 安全、 安心を 高める 

ⅱ 自立し た温かい地域コ ミ ュ ニティ を つく る 

ⅲ 明石ら し い生活文化を育てる 

ⅳ まちを 元気にする 

ⅴ 一人ひと り の成長を 支える 
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１ －３ ． 計画のフ レ ーム 

（ １ ） 計画期間 

本計画の計画期間は、 上位計画である 「 明石市第５ 次長期総合計画」 の計画期間を 踏

まえ、 平成 23( 2011) 年度～平成 32( 2020)  年度と し ます。  

ただし 、 社会情勢の変化への対応や、 計画の運用状況の確認等を 行う ため、 平成

27( 2015) 年度（ 中間年） における計画の見直し を行います。  

 

表 3： 計画期間 

計画期間 平成 23( 2011) 年度～平成 32( 2020) 年度（ 10 年間）  

計画の見直し  平成 27( 2015) 年度 

 

 

 

（ ２ ） 計画対象区域 

本市は、市域全域が都市計画区域であるため、本計画の対象区域は市域全域と し ます。  

 

表 4： 計画対象区域 

計画対象区域 市域全域（ 4, 925ha）  

注１ ） 市街化区域： 3, 889ha、 市街化調整区域： 1, 036ha 

 

 

 

（ ３ ） 人口の見通し  

日本の人口は、 平成 16( 2004) 年を ピーク に減少局面に入っ ており 、 本市においても 現

状で、 約 29 万 1 千人のと こ ろ 、 10 年後の平成 32( 2020) 年には人口が１ 万人余り 減少し 、

28 万 1 千人になると 推計さ れています。  

「 明石市第５ 次長期総合計画」 では、 こ う し た状況の中、 地域資源の最大限の活用と

戦略的なまちづく り の展開により 、 推計値より も 人口を 増やすこ と を 目指し 、 概ね 29 万

人を目標値と し て設定し ています。  

 

表 5： 人口の見通し  

現在の人口 291, 250 人 

人口見通し  概ね 29 万人（ 平成 32( 2020) 年度）  

出典） 現在の人口： 明石市 HP 統計情報（ 平成 23( 2011) 年 3 月 1 日現在、 平成 22 年国勢調査速報値人口に

よ る推計値）  

人口見通し ： 明石市第５ 次長期総合計画 


